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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　新緑の日比谷公園の公会堂周辺一角が、例年通り人波で埋まった。集会スローガンに｢歩みつづけて一〇年｣とあって、なるほどもう十年になるかと気持ちが引き締まった。


講演と朗読に感動


　「許すな！憲法改悪・市民連絡会」の高田健さんは、主催者あいさつで「自民党は徴兵制も検討している。普天間基地撤去は安保問題、基地押し付けは憲法違反だ。続出する新党は、改憲勢力」と簡潔に現状を語った。


　最初の講演者は法政大学で「江戸ゼミ」を開講している田中優子さん。「学生に人権意識を」とユニークな講義を展開している。白戸三平の劇画『カムイ伝』を材料にし、その副産物が一昨年出版した『カムイ伝講義』（小学館）として実った。


　田中さんは、現行憲法は第一条から八条（天皇制）のような矛盾をもちながらも、「奇跡の宝」だと話し、しかし「実現しなければ意味がない」と付け加えた。「憲法は自分の顔を写す鏡」と語る田中さんは、「憲法を守るとは、生かしていくことだ」と、①沖縄からの完全な基地撤去、②日本の再軍備の阻止（アメリカ軍撤退後、日本がそれに代わる軍備を持つのでは意味がない）、③東アジア共同体の実質をつくる、の三点を提唱した。


憲法は本来、「政治に携わる人が守るべきもの」で、「政治家に合わせて変えるのでは意味がない」と指摘。江戸は二七〇年、戦争もなく、独自の文化を花開かせたと説くあたり、新鮮な印象を残した。


伊藤塾を主宰する伊藤真さん（弁護士）は、ずばり安保や基地があるから、私たちは「殺す側にされている」と警告。一方、米軍の事故・犯罪のため、これまでに千人以上の犠牲者も出していると指摘し、根源にやはり安保条約や地位協定があると言及した。憲法九条は、人類の最先端にあり、「壁がありそれを乗り越えようとするところから人類の進歩がある」との結びに励まされた。


俳優の市原悦子さん（左写真）は、あまんきみこ作の『ちいちゃんのかげおくり』を情感豊かに朗読、「戦争で幼い命が奪われたことを忘れないで」と訴えた。


社･共両党が発言


社民党党首の福島瑞穂さんは、連立政権のなかで憲法を守らせ、派遣法、均等法の改正、憲法二五条の理念を生かすために奮闘していると活動をアピール。普天間基地移設問題では、党としてグアムやテニアンへ調査団を送り、国外移設を提案している、海兵隊は「抑止力になっていない」などとのべ、独自の活動を強調した。


共産党書記局長の市田忠義さんは、今日の憲法状況と安保と憲法との関係をのべた。後者について市田さんは、今開かれているＮＰＴ再検討会議で「①二〇〇〇年合意の再確認②核廃絶のための国際交渉開始の合意に全力をつくす」と決意を表明。続いて普天間基地問題について、沖縄はもとより国内のどこにも「地元合意」が得られるところはないとのべ、「際限のない移設先探しではなく、アメリカに持ち帰ってもらい、どこに置くかはアメリカにきめてもらおう」と語ると、会場から大きな拍手が起きた。


集会後の一杯


楽しく交流も


集会後、会場内外の参加者がいっしょに銀座パレード。おおいに汗を流した調布「憲法ひろば」の仲間は、解散後に地下街でのどを潤し楽しく交流した。「これがあるから毎年参加はやめられない」との声も聞かれた。


　 （森川 橿弘・記）
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五月三日、実行委員会主催の「五・三憲法集会」には四五〇〇人が参加。半分以上が会場の日比谷公会堂に入りきれず、屋外のオーロラビジョンに見入りました。集会後の銀座パレードでは「いかそう憲法！輝け九条！」を力強くアピールしました。


　調布「憲法ひろば」からも約二〇人が参加。染地の森川さんにその報告をお願いしました。　（編集部）
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